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ツガルツナガル通信 Vol.16

当法人では、JTBが提供する電子チケット流通プラットフォーム（チケットHUB®）
を導入して、津軽エリアの魅力的な観光・温泉32施設をお得に利用できるデジタルパ
ス『ツガルツナガル 湯らり津軽周遊パス』を、11月1日から販売いたしました。

2～3日間の期間中、津軽地域内32施設の温泉・観光施設が巡り放題となる大変お得な
共通チケットです。価格は2日間パスが2,000円、3日間パスが2,500円。各施設の入場
料の平均が447円なので、2日間パスだと5施設程度、3日間パスだと6施設程度巡ると
お得になります。

WEBでは24時間購入可能で、対面販売は「弘前市観光案内所」「弘前市立観光館」
「弘前市まちなか情報センター」で受け付けております。販売は2026年2月26日まで
行い、利用期間は2026年2月28日までとなっております。

対象施設は、「津軽藩ねぷた村」「盛美園」「斜陽館」「黄金崎不老ふ死温泉」「鶴
の舞橋」等、「津軽といえばここ」という観光名所が盛りだくさん！観光客の方はも
ちろんのこと、ぜひ温泉好きの地元の方にもご活用いただきたい充実の内容です。

■「ツガルツナガル 湯らり津軽周遊パス」の販売がスタート！！
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①最近の活動

※イメージ図

「ツガルツナガル 湯らり津軽周遊パス」についてはこちら！

https://www.trip-tsugaru.com/tsugarutsunagarupas/
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※イメージ図

■ツガルツナガル体験新商品「熱気球係留体験」が大反響！

当法人が企画、株式会社サードサンの協力により、11月8日(土)～9日(日)、弘前市りんご
公園にて「熱気球係留体験」が実施されました。初日は前日に降った雨の影響により実施
が心配されましたが、無事すべてのお客様に搭乗いただけました。2日目は、係留にふさ
わしい天候に恵まれ、正面にそびえる雄大な岩木山を望むことができました。

係留された熱気球は地上約20mまで上昇し、朝日を浴びな
がら眼下に広がる一面のりんご園を見ることができ、多く
のお客様が歓声を上げていらっしゃいました。これからも
みなさまに愛される体験商品の造成に努めてまいります。

■つがる市「しゃこちゃんルーム」が完成しました！

当法人では、津軽ならではのコンテンツを活用した客室「ツガルツナガルコンセプト
ルーム」の造成を進めております。第一弾として「桜ミクコラボレーションルーム(弘
前プラザホテル内/2024年4月～5月の期間限定)」、第二弾として「弘南鉄道コンセプ
トルーム(GOOD OLD HOTEL内/2024年12月～)」、第三弾として「立佞武多コンセプ
トルーム(パークイン五所川原エルムシティ/2025年4月～)」を造成してまいりました。

そして今回第四弾として、つがる市と連携して柏ロマン荘内に「しゃこちゃんコンセ
プトルーム」を造成しました。同市が有する世界文化遺産「北海道・北東北の縄文遺
跡群」の構成資産である亀ヶ岡遺跡から出土した遮光器土偶「しゃこちゃん」がコン
セプトで、販売価格は1泊2食付きで22,000円(税込)、販売開始は11月27日(木)～、宿
泊開始は12月1日(月) ～となっております。

11月26日(水)にはお披露目会を開催し、つがる市の倉光市長、デザイナーの豊川 茅 氏、
柏ロマン荘支配人 水上 昌弘 氏から挨拶のお言葉を頂戴しました。また県内で活躍する
タレントの平沼 日菜子さんには本コンセプトルームの見学やプランに含まれる食事を
体験していただき、SNS等を中心としたPRを依頼しました。

本取り組みがつがる市および津軽地域への誘客に繋がるよう、PRを行ってまいります。
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■津軽鉄道とツアー商品を造成しました！

7月16日(水)にスタートした観光人材育成事業では「株式会社津軽鉄道の『ストーブ
列車』の高付加価値化」をテーマにワークショップや津軽鉄道をはじめとする関係事
業者との打合せを重ね、冬季の北津軽周遊に繋がるツアー商品を造成いたしました。

商品名は、「ゆったり酔いしれる奥津軽ストーブ列車と日本酒の冬物語」です。
開催日は12月20日(土)、2026年1月24日(土)、2月14日(土)、3月14日(土)の4日間で、
いずれも17:00津軽五所川原駅集合、津軽中里駅間を往復して19:30解散となります。

11月26日(水)に催行したモニターツアーでは、タレントの平沼 日菜子さんを招集し、
津軽鉄道沿線の五所川原副市長をはじめ、観光人材育成事業に参加していただいた皆
様にご乗車いただき、オペレーションの確認等を行いました。

12月1日(月)～販売開始です。奥津軽の魅力が伝わる充実のツアー商品となっており
ますので、ぜひお誘いあわせの上お申し込みください！詳細はこちらからどうぞ。

▽モニターツアー行程表

▽提供内容

ダイニング哲。（中泊町）
「奥津軽 旬の逸品

めぇ～もんづくし」

竹浪酒造店（板柳町）
選りすぐりの日本酒を解説
付きで提供。

津軽金山焼(五所川原市)
限定オリジナルコップ

▽本ツアー限定品も

https://www.trip-tsugaru.com/10509/
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10月10日(金)、道の駅つるた「鶴の里あるじゃ」にてスチューベン出発式が行われました。
有限会社津軽ぶどう村の代表取締役および鶴田町長の挨拶、鶴田郵便局長来賓挨拶ののち、
ひなづる幼稚園児による和太鼓演奏が式に花を添えてくれました。

今年度のスチューベンは暑さの影響で例年になく甘さが増し、糖度20度以上となってい
るそうです。りんごの貯蔵技術を応用した専用施設で貯蔵するので、冬の間もおいしくい
ただけます。スチューベンの旬は2月頃までなので、ぜひ味わってみてください。

■【鶴田町】秋の味覚！スチューベン出発式

■【鶴田町】ツル多はげます会「中秋の有多毛」

➁地域の話題

10月29日(土)、五所川原市役所にて来年度の新作大型立佞武多の
下絵発表会が行われました。
テーマは「猿田彦大神」 。猿田彦大神は、節目を良い方向に導く
「道開き」の神として信仰されています。

佐々木市長は「来年度は立佞武多の館のリニューアルがある。
リニューアルとともに今まで以上に五所川原市、立佞武多の館が
盛り上がることを期待している」と挨拶されました。
製作者の鶴谷さんは「神様を作るので気合を入れている。色使い
について、明るく映えるような色にしたい。」などと話してくれ
ました。

現在改修中の立佞武多の館は、来年6月下旬～7月上旬のリニュ
ーアルを目指しています。

■【五所川原市】新作大型立佞武多下絵発表会

10月6日(月)、鶴田町の「山田温泉 大広間」にて、ツル多はげます会による「中秋の有
多毛」が開催されました。

開会宣言、新会員の紹介、活動報告などのあとは、絵から出された頭がどの会員かを当て
る「名月当てクイズ」や「ハゲピタダーツ」、「吸盤綱引き」等、ツル多はげます会名物
のイベントが行われ、ハゲしい戦いが繰り広げられる様に会場は大いに盛り上がりました。



10月26日(日)、弘南鉄道中央弘前駅にて「大鰐線運行休止までのカウントダウンボード
除幕式」が行われました。当日は、沿線のキャラクター、ラッセル君やたか丸くん、も
やっぴーがかけつけ、子どもたちによってカウントダウンボードがお披露目されました。
カウントダウンボードは中央弘前駅と大鰐駅北口に設置されています。

弘南鉄道大鰐線は令和10年3月をもって運行休止となるため中南地域連携事務所では、
大鰐線の思い出を12月26日(金)まで募集しています。皆様がお持ちの思い出の写真、絵、
エピソード、メッセージをぜひお寄せください。

■【弘南鉄道大鰐線】運行休止までのカウントダウンボード除幕式
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■【津軽地域全域】開催中のライトアップ＆イルミネーション情報！

『わたしの大鰐線』思い出大募集！はこちらから

ひらかわイルミネーションプロムナード
（平川市）

駅前イルミネーション
（鰺ヶ沢町）

【点灯期間】
11月18日(火)～2026年2月15日(日)

【点灯場所】
平川市役所本庁舎1階ピロティ、
ふらっと広場、平賀駅前広場、
中央公園南口、弘南鉄道平賀駅前通り

【点灯期間】
10月10日(金)～12月25日(木)

【点灯場所】
田舎館村中央公民館前

【点灯期間】
11月7(金)～12月25日(木)

【点灯場所】
鰺ケ沢駅前駐車場

ヒカリノアゼミチ
（田舎館村）



■津軽地域観光地経営戦略素案の意見照会を実施しております
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一般社団法人Clan PEONY 津軽では、津軽地域全体の観光振興の方針として、津軽
地域観光地経営戦略の策定を進めております。

③津軽地域観光地経営戦略について

津軽地域（弘前市・黒石市・五所川原市・つがる市・平川市・鰺ヶ沢町・深浦
町・西目屋村・藤崎町・大鰐町・田舎館村・板柳町・鶴田町・中泊町）の観光
客増加と観光業の収益拡大を目指し、地域の観光の課題とその要因を科学的に
分析して、当法人と地域事業者、行政等が課題解決のために地域として重点的
に取り組むべきことを整理。

津軽地域観光地経営戦略とは？

⚫ 青森県では今後、人口減少が急速に進み、地域の活力の低下が懸念されて
います。

⚫ 地域活力の維持・発展には、観光を通じた交流人口・関係人口の拡大が必
要です。

⚫ 地域に観光客を呼び込み、観光を「稼げる」産業にするためには、「地域
住民」にも「観光客」にも「観光業界で働く人」にも魅力的な観光地にな
る必要があります。

⚫ 地域を魅力的な観光地にするには、『経済成長』『社会的包摂』『環境保
護』の３要素を取り入れた「持続可能な観光」にしていくことが大切です。

⚫ 「持続可能な観光」にするためには、環境面のみならず、観光客の増加と
観光業の収益拡大につなげられるよう、「観光地を経営する」視点で地域
の観光をマネジメントすることが重要です。

なぜ津軽地域に観光戦略が必要？

このたび、津軽地域観光地経営戦略素案を作成し、広く津軽地域の事業者や地域
住民の皆様から意見を照会しております。

意見照会期間：令和7年11月26日(水)～12月31日(水)

意見照会の詳細は、一般社団法人Clan PEONY 津軽ホームページに掲載しており
ますので、以下のQRコードからご確認ください。
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世界自然遺産現地交流会

マーケティング連携に向けたDMO意見交換会

④その他活動報告

10月6日(月)～9日(木)の期間、東京都と(公財)東京観光財団が主催する、白神山地エ
リアでの「令和７年度世界自然遺産を活用した観光振興現地交流会」に当法人スタッ
フが参加しました。現地での活動を通し白神山地や自然遺産について学び、白神山地
のみならず知床や沖縄など様々な地域の観光事業者の皆様と意見交換し、交流を深め
ました。今後も観光事業者様との交流を重ね、知見を広げていけるよう努めてまいり
ます。

10月28日(火)、青森県庁にて行われた「マーケティング連携に向けたDMO意見交換
会」に当法人専務理事の笹田とスタッフが参加しました。青森県公式ファンコミュニ
ティ「青森びいき」の運用実績や実施体制等について、東北観光DMP利用料の拠出
について、県内DMOとの情報発信の連携についての意見交換を行いました。今後も
青森県全体で観光を盛り上げていけるよう連携強化を図ってまいります。

釜臥山展望台誘客モニターツアー

10月25日(土)～26日(日)、一般社団法人しもきたツーリズムが開催した「むつ市の世
界夜景遺産『光のアゲハチョウ』を活用した観光プログラムを開発するためのモニ
ターツアー」に当法人スタッフが参加しました。当日は天候に恵まれ、むつ市の美し
い夜景を見ることができ、その後は釜臥山展望台への公共交通機関がないこと、悪天
候の際は夜景が見れないなどの課題を参加者たちと話し合い、交流を深めました。今
後も他DMOと連携を図り、観光プログラム磨き上げの体制を強化していきます。

茅ケ崎駅キャラバン

10月24日(金)～26日(日)の期間、この冬スタートする「青森県・函館観光キャンペー
ン」のプレPRイベントがJR茅ケ崎駅構内で行われ、当法人もPRブースを出展しまし
た。ブースには多くの駅利用者が訪れ、冬の青森の魅力をお伝えすると非常に興味を
持たれ、この冬の旅行先として青森を検討したいという方もいました。今後も継続的
に津軽地域のプロモーションを行ってまいります。

インバウンド連泊及び東北広域周遊促進商談会

11月13日(木)、仙台国際センター展示棟にて行われた、2025年度「インバウンド連泊
及び東北広域周遊促進商談会」参加し、海外の旅行会社や日本のランドオペレーター
等との商談を行いました。津軽地域の認知拡大と、旅行事業者との信頼関係を今以上
に構築できるよう、今後も継続的に商談会に出席してまいります。

第９回函館・津軽・秋田広域観光推進協議会

11月10日(月)、ホテルメトロポリタン秋田にて行われた、「第９回函館・津軽・秋田
広域観光推進協議会」に当法人専務理事の笹田が参加しました。本協議会は、函館、
青森、秋田県内の自治体、JR、地域鉄道、DMOで構成され、広域周遊の拡大と連携
促進等を目的に年1回開催されているものです。今後の協議会の在り方としては、JR
東日本地域ネットワーク秋田に活動を引き継ぎ解散し、インバウンドに特化した広域
周遊プロモーションとして、函館・津軽・秋田のオリジナルルートをPRするWeb中
心とした活動にするとのことですが、今後も関係自治体との関係構築に努めてまいり
ます。



上記体験の詳細・ご予約は【こちら】！
ツガルツナガル体験一覧は【こちら】！
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【発行元】一般社団法人Clan PEONY 津軽

■TEL：0172-88-6090／FAX：0172-88-6091
■代表メールアドレス：cptsugaru@gmail.com
■ホームページ：https://www.trip-tsugaru.com/

⑤今月のピックアップ！

夏のねぷたまつりに実際に参加しているねぷた団体
が夏の熱気そのままに演奏するねぷた囃子を聴きな
がら飲食を楽しむことができます。

料金にはアルコールを含むドリンク2杯分と、9種の
郷土料理プレート(前日まで予約)または併設する弘前
かだれ横丁にて使用できる1,500円の飲食チケットが
含まれています。

■場 所：津軽弘前屋台村 かだれ横丁
■住 所：青森県弘前市百石町2-1 弘前商事ビル1F
■お問合せ：0172-40-4082 ※(一社)弘前芸術鑑賞会
■料 金：お一人様5,000円

第1位：弘前市さっくりふがしぼー（だけきみ）※(株)松尾
第2位：弘前市さっくりふがしぼー（りんご）※ (株)松尾
第3位：深浦町ふかうら雪人参ドレッシング ※ (一社)深浦町食産業振興公社
第4位：津軽ホタテの辛みそ  ※ (株)木戸食品
第5位：大鰐焼き肉のたれ（みそ） ※津軽味噌醬油(株) 

第１位

■【新コーナー！】謹製津軽たんげ売上ランキング(9月～10月期)

第２位 第３位 第４位 第５位

■おすすめツガルツナガル体験！

「弘前ねぷたお囃子ライブ～NEPUTA sa KADARE～」
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